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西
東
三
鬼
研
究
医
療
人
と
く
に
歯
科
医
療
人
と
し
て
詠
ん
だ
俳
句
を
中
心
に
北
野
元
生
一
、
本
研
究
の
目
的
、
お
よ
び
西
東
三
鬼
の
略
歴
と
く
に
診
療
活
動
歴
｜
序
言
に
代
え
て
１
）
本
研
究
の
目
的
本
研
究
の
目
的
は
俳
人
で
医
療
に
携
わ
っ
た
歯
科
医
師
の
西
東
三
鬼
（
以
下
、
三
鬼
と
省
略
す
る
）
が
診
療
人
と
く
に
歯
科
診
療
人
と
し
て
詠
ん
だ
俳
句
を
、
所
謂
「
診
療
俳
句１
）
」
と
い
う
枠
付
け
で
括
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
三
鬼
の
「
診
療
俳
句
」
に
つ
い
て
、
と
く
に
医
療
側
の
立
場
か
ら
解
析
し
論
考
し
、
そ
の
文
学
性
及
び
現
代
性
に
つ
い
て
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
三
鬼
の
「
診
療
俳
句
」
を
通
し
て
、
診
療
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
が
詠
ん
だ
作
品
を
、「
診
療
俳
句
」
と
い
う
概
念
で
括
る
こ
と
の
意
味
と
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
も
、
目
的
の
一
つ
に
加
え
た
。
俳
人
で
あ
り
歯
科
医
療
に
携
わ
っ
た
歯
科
医
師
で
あ
っ
た
西
東
三
鬼
が
診
療
人
と
く
に
歯
科
診
療
人
と
し
て
詠
ん
だ
「
診
療
俳
句
」
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
文
学
性
及
び
現
代
性
に
つ
い
て
論
考
し
た
。
三
鬼
の
俳
句
に
つ
い
て
は
、
平
易
な
用
語
を
使
用
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
も
明
快
で
あ
り
、
一
般
人
に
と
っ
て
も
理
解
し
や
す
い
と
言
え
よ
う
。
彼
の
俳
句
は
彼
の
人
柄
や
彼
の
来
し
方
を
反
映
し
て
貧
し
い
人
や
孤
児
に
対
し
て
情
感
を
寄
せ
て
い
る
作
品
が
多
い
。
患
者
個
々
人
に
向
け
た
診
療
行
為
を
詠
ん
だ
俳
句
作
品
は
極
め
て
小
さ
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
は
い
え
、
そ
の
作
品
が
内
在
す
る
本
来
的
な
人
道
思
想
や
博
愛
思
想
に
通
ず
る
救
済
観
と
生
命
観
が
そ
の
句
の
中
で
沈
静
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
本
論
文
で
は
、「
診
療
俳
句
」
と
い
う
分
野
が
俳
句
の
一
分
野
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。「
診
療
俳
句
」
の
輪
郭
を
つ
け
る
こ
と
の
意
義
は
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
西
東
三
鬼
、
歯
科
医
療
、
診
療
俳
句
、
新
興
俳
句
、
山
口
誓
子
〔
抄
録
〕
一
六
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
そ
こ
で
ま
ず
、
一
般
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
三
鬼
の
略
歴
を
述
べ
、
次
い
で
歯
科
医
師
と
し
て
の
活
動
歴
に
つ
い
て
新
た
な
視
点
で
調
査
し
た
結
果
を
含
め
て
述
べ
る
。
２
）
西
東
三
鬼
の
略
歴
と
人
物
像
俳
人
三
鬼
と
は
如
何
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か
。
彼
の
経
歴
は
、
と
く
に
三
鬼
の
門
下
で
あ
る
俳
人
三
橋
敏
雄２
）
ら
に
よ
っ
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
三
鬼
の
本
名
は
齋
藤
敬
直
で
あ
る
。
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
年
、
以
降
本
論
で
は
西
暦
年
を
記
す
）
岡
山
県
苫
田
郡
津
山
町
大
字
南
新
座
（
現
在
の
津
山
市
南
新
座
）
に
教
育
者
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
一
九
二
五
年
三
月
日
本
科
醫
學
專
門
學
校
（
現
在
の
日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
）
を
卒
業
し
、
同
年
十
一
月
に
歯
科
医
師
（
科
醫
籍
１
１
９
６
４
號
）
の
免
許３
）
、４
）
を
得
る
や
、
長
兄
在
勤
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
渡
り
、
そ
こ
で
歯
科
医
院
を
開
業
し
た
。
こ
の
年
の
五
月
に
、
は
か
ら
ず
も
の
ち
に
彼
を
苦
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
治
安
維
持
法
が
成
立
発
効
し
た
。
彼
は
三
年
足
ら
ず
で
帰
国
し
た
の
で
あ
る
が
、
帰
国
後
の
一
九
三
三
年
、
勤
務
先
の
東
京
神
田
の
共
立
組
合
病
院
和
泉
橋
病
院
で
同
僚
医
師
や
患
者
に
薦
め
ら
れ
て
、
三
十
三
歳
に
し
て
初
め
て
俳
句
を
作
る
。
折
し
も
新
興
俳
句
の
勃
興
期
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
機
運
に
乗
っ
て
、
師
系
と
季
語
を
も
た
ぬ
三
鬼
で
は
あ
っ
た
が
、
た
ち
ま
ち
頭
角
を
現
し
新
興
俳
句
の
旗
手
と
い
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
当
時
新
興
俳
句
を
目
指
し
て
い
た
「
京
大
俳
句
会
」
に
乞
わ
れ
て
参
加
し
た
。
し
か
し
「
京
大
俳
句
会
」
に
参
加
し
た
一
九
三
六
年
に
は
肺
結
核
を
発
症
。
一
九
三
八
年
に
は
危
篤
状
態
に
陥
っ
た
が
奇
跡
的
に
回
復
し
た
。
同
年
に
歯
科
医
業
は
廃
業
し
、
以
後
実
業
家
に
な
る
。
一
九
四
〇
年
、
処
女
句
集
『
旗
』（
三
省
堂
）
を
上
梓
し
た
。
本
句
集
の
代
表
作
を
数
句
あ
げ
て
お
く
（
括
弧
内
は
発
表
年
と
初
出
誌
）。
水
枕
ガ
バ
リ
と
寒
い
海
が
あ
る
（
一
九
三
六
年
、『
天
の
川
』
三
、『
京
大
俳
句
』
三
）
白
馬
を
少
女
賣
れ
て
下
り
に
け
む
（
一
九
三
六
年
、『
俳
句
研
究
』
七
）
三
階
へ
青
き
ワ
ル
ツ
を
さ
か
の
ぼ
る
（
一
九
三
六
年
、『
京
大
俳
句
』
六
）
緑
陰
に
三
人
の
老
婆
わ
ら
へ
り
き
（
一
九
三
六
年
、『
京
大
俳
句
』
八
）
昇
降
機
し
づ
か
に
雷
の
夜
を
昇
る
（
一
九
三
七
年
、『
京
大
俳
句
』
七
）
一
九
四
〇
年
、
こ
の
年
い
わ
ゆ
る
京
大
俳
句
事
件
が
起
き
、
八
月
、
三
鬼
も
特
別
高
等
警
察
に
よ
り
検
挙
さ
れ
た
。
十
一
月
、
句
作
活
動
中
止
を
条
件
に
起
訴
猶
予
と
な
っ
た
。
一
九
四
二
年
、
三
鬼
が
興
し
た
商
社
の
神
戸
支
社
を
拠
点
に
商
売
を
続
け
る
た
め
に
単
身
東
京
を
離
れ
、
神
戸
に
移
住
し
た
。
一
九
四
五
年
八
月
の
終
戦
を
経
て
、
彼
は
句
作
を
再
開
し
た
。
一
九
四
八
年
、
京
大
俳
句
会
で
の
盟
友
で
、
京
都
大
学
出
身
で
精
神
科
医
師
・
平
畑
静
塔
（
当
時
、
大
阪
女
子
医
科
大
学
附
属
香
里
病
院
教
授
、
一
九
〇
五
年
｜
一
九
九
七
年
、
九
十
二
歳
で
死
亡
、
以
下
静
塔
と
略
す
）
の
薦
め
で
歯
科
医
業
に
復
帰
し
、
大
阪
女
子
医
科
大
学
附
属
香
里
病
院
（
大
阪
府
北
河
内
郡
寝
屋
川
町
群
、
後
に
住
所
表
示
が
寝
屋
川
市
香
里
本
通
町
へ
変
更
さ
れ
る
）
の
歯
科
部
長
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
正
式
辞
令
は
、
一
九
四
九
年
四
月
一
日
付
け
で
あ
る
。
こ
の
前
後
、
現
代
俳
句
協
会
の
設
立
と
山
口
誓
子
を
擁
し
て
『
天
狼
』
を
創
刊
す
る
な
ど
、
三
鬼
は
俳
句
界
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
働
き
を
し
た
。
一
九
五
六
年
七
月
三
十
一
日
付
け
で
大
阪
女
子
医
科
大
学
（
一
九
五
四
年
に
関
西
医
科
大
学
と
改
称
）
を
退
職
し
て
東
京
へ
戻
り
、
角
川
書
店
の
『
俳
句
』
誌
の
編
集
長
に
就
任
し
た
が
こ
の
間
の
事
情
は
あ
ま
り
詳
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。
一
七
〇
西
東
三
鬼
研
究
（
北
野
元
生
）
一
九
六
一
年
、
俳
人
協
会
の
設
立
に
参
加
し
た
。
同
年
胃
癌
を
発
病
し
、
翌
一
九
六
二
年
四
月
一
日
永
眠
。
享
年
六
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
３
）
西
東
三
鬼
の
歯
科
医
師
と
し
て
の
職
歴
と
そ
の
特
徴
三
鬼
が
歯
科
医
師
と
し
て
の
職
能
を
果
し
た
の
は
、
日
本
歯
科
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
歯
科
医
院
開
業
か
ら
一
九
三
八
年
十
二
月
頃
に
歯
科
医
師
を
廃
業
す
る
ま
で
の
十
三
年
間
（
こ
れ
を
本
論
文
で
は
「
前
期
歯
科
医
時
代
」
と
す
る
）、
お
よ
び
大
阪
女
子
医
科
大
学
附
属
香
里
病
院
の
一
九
四
九
年
四
月
一
日
付
け
で
就
職
し
て
か
ら
一
九
六
一
年
七
月
三
十
一
日
付
け
で
退
職
す
る
ま
で
の
七
年
三
ヶ
月
間
（
こ
れ
を
本
論
で
は
「
後
期
歯
科
医
時
代
」
と
す
る
）
で
あ
る
。
前
期
十
三
年
間
と
言
っ
て
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
腸
疾
患
を
わ
ず
ら
い
、
ま
た
後
半
の
一
九
三
六
年
か
ら
は
結
核
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
実
質
は
十
年
間
に
満
た
な
い
。
筆
者
が
注
目
し
た
点
は
、
三
鬼
が
日
本
歯
科
医
学
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
母
校
の
研
究
室
や
医
局
、
あ
る
い
は
母
校
以
外
の
医
局
等
に
所
属
し
た
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
が
渉
猟
し
た
限
り
で
は
、
三
鬼
は
歯
科
医
業
に
お
い
て
、
か
な
り
自
由
人
と
し
て
一
匹
狼
的
に
振
る
舞
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
。
戦
後
、
大
阪
女
子
医
科
大
学
附
属
香
里
病
院
に
歯
科
部
長
と
し
て
勤
務
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
関
西
医
科
大
学
の
校
友
会
に
、
記
録
が
残
っ
て
い
る５
）
。
す
な
わ
ち
一
九
四
七
年
に
こ
れ
ま
で
国
立
の
青
少
年
療
養
施
設
を
大
阪
女
子
医
科
大
学
が
買
い
取
っ
て
香
里
病
院
が
開
設
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
九
年
三
鬼
が
歯
科
部
長
と
し
て
の
就
任
（
実
際
は
前
年
の
暮
れ
よ
り
、
前
任
の
歯
科
部
長
が
退
職
し
た
後
を
引
き
つ
い
で
い
る
）、
そ
し
て
一
九
五
四
年
十
二
月
に
大
阪
女
子
医
科
大
学
が
男
女
共
学
の
関
西
医
科
大
学
と
し
て
改
編
成
さ
れ
た
後
、
歯
科
診
療
部
門
が
閉
鎖
さ
れ
た
こ
と
、
一
九
五
六
年
の
歯
科
部
長
辞
職
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ
る
。
香
里
病
院
の
歯
科
部
長
職
と
し
て
は
七
年
間
強
勤
務
し
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
三
鬼
の
一
般
的
な
評
判
と
し
て
は
、
彼
の
盟
友
と
し
て
名
前
の
挙
が
っ
て
い
る
俳
人
の
三
谷
昭６
）
に
「
三
鬼
は
「
病
院
勤
め
が
い
や
だ
っ
た
し
特
に
歯
科
医
の
仕
事
が
い
や
で
い
や
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
勤
務
先
の
病
院
で
の
三
鬼
の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
い
る
か
ら
よ
く
わ
か
る
。」
と
言
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
三
鬼
の
次
男
の
齋
藤
直
樹
の
発
言７
）
に
も
同
様
の
感
想
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
診
療
中
の
患
者
を
放
置
し
て
俳
人
仲
間
と
の
談
話
に
ふ
け
っ
て
い
た
と
か
、
診
療
用
の
『
金
』
を
貴
金
属
店
に
持
っ
て
行
っ
て
酒
代
を
工
面
し
た
と
い
う
よ
う
な
評
判
が
主
と
し
て
俳
人
仲
間
間
で
流
布８
）
し
て
お
り
、
そ
れ
が
面
白
お
か
し
く
世
間
に
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
筆
者
の
感
想
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
勤
務
態
度
で
、
私
立
の
大
学
で
、
公
的
な
機
能
を
担
う
大
学
病
院
の
七
年
間
に
亘
る
歯
科
医
師
と
し
て
の
勤
務
が
許
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
三
鬼
の
母
校
で
あ
る
日
本
歯
科
大
学
で
は
、
彼
が
一
九
三
九
年
に
歯
科
医
師
を
廃
業
し
、
戦
後
大
阪
女
子
医
科
大
学
（
の
ち
の
関
西
医
科
大
学
）
附
属
香
里
病
院
の
歯
科
部
長
と
し
て
復
帰
し
た
こ
と
も
、
彼
が
一
九
五
六
年
に
関
東
へ
戻
っ
た
こ
と
も
把
握
し
て
い
な
か
っ
た９
）
よ
う
で
あ
る
。
三
鬼
が
母
校
と
の
関
係
を
、
と
く
に
太
平
洋
戦
争
中
と
戦
後
は
完
璧
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
極
め
て
希
薄
に
し
て
い
た
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
本
論
の
重
要
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
そ
れ
を
詳
ら
か
に
し
え
な
か
っ
た
。
俳
人
三
鬼
が
自
校
の
卒
業
生
で
あ
る
「
齋
藤
敬
直
」
で
あ
る
こ
と
を
母
校
側
が
知
る
に
至
っ
た
の
一
七
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
は
殆
ど
平
成
の
世
に
な
っ
て
か
ら
と
思
わ
れ
る10
）
。
以
上
の
三
鬼
の
職
歴
に
か
ん
し
て
は
、
三
鬼
の
母
校
で
あ
る
日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
の
附
属
図
書
館
お
よ
び
日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学
部
「
医
の
博
物
館
」
に
保
管
さ
れ
て
い
る
同
窓
会
記
録11
）
等
、
戦
後
、
三
鬼
が
歯
科
部
長
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
関
西
医
科
大
学
に
残
さ
れ
た
校
友
会
（
同
窓
会
）
の
記
録12
）
、
ま
た
岡
山
県
津
山
市
の
津
山
郷
土
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
三
鬼
関
連
の
諸
資
料13
）
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
三
鬼
か
ら
直
接
俳
句
の
指
導
を
受
け
て
い
た
俳
人
で
眼
科
医
の
八
木
三
日
女
氏
（
大
阪
女
子
医
科
大
学
卒
業
、
堺
市
在
住
）
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
、
香
里
病
院
で
の
三
鬼
の
生
活
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
さ
ら
に
、
同
じ
く
直
接
指
導
を
受
け
て
い
た
俳
人
白
石
不
舎
氏
（
岡
山
県
津
山
市
在
住
）、
お
よ
び
三
鬼
の
門
下
で
あ
る
俳
人
の
故
三
橋
敏
雄
の
夫
人
の
三
橋
孝
子
氏
（
神
奈
川
県
小
田
原
市
在
住
）
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
証
言
な
ど14
）
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
次
々
項
の
「
三
、
仮
説
の
証
明
と
考
察
」
に
お
い
て
、
逐
次
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
二
、
本
論
文
の
作
業
仮
説
三
鬼
は
昭
和
俳
句
の
鬼
才
中
の
鬼
才
で
業
師
の
異
名
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
機
略
縦
横
な
彼
の
句
作
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
裏
で
は
三
鬼
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
稀
代
の
漁
色
家
、
ニ
ヒ
リ
ス
ト
、
快
楽
主
義
者
、
浪
費
家
、
は
っ
た
り
家
、
策
士
等
々
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
悪
徳
の
代
表
者
に
な
り
か
ね
な
い
ほ
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
一
般
的
な
彼
の
評
価15
）
の
よ
う
で
あ
る
。
か
か
る
他
に
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
悪
評
で
評
価
さ
れ
る
人
物
像
が
成
立
す
る
に
至
る
に
は
そ
れ
相
当
の
状
況
証
拠
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
に
も
拘
ら
ず
、
三
鬼
の
本
当
の
人
物
像
は
ど
こ
か
に
隠
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
三
鬼
の
伝
記
や
風
評
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
俳
人
側
か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
医
療
側
か
ら
の
も
の
は
寡
聞
に
て
聞
か
な
い
。
彼
の
生
業
で
あ
る
歯
科
医
師
に
つ
い
て
の
像
も
俳
人
組
織
が
総
体
と
し
て
作
り
上
げ
た
三
鬼
の
虚
像
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
実
像
は
ど
こ
か
に
隠
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
さ
し
当
っ
て
の
本
論
文
作
成
に
お
け
る
作
業
仮
説
で
あ
る
。
彼
の
歯
科
医
師
と
し
て
の
実
像
に
迫
る
こ
と
も
彼
の
俳
句
活
動
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
と
の
見
地
か
ら
、
彼
の
歯
科
医
師
と
し
て
の
勤
務
状
況
を
把
握
し
て
、
医
療
側
か
ら
の
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
を
試
み
た
。
歯
科
医
師
と
し
て
の
勤
務
状
況
を
把
握
す
る
目
的
で
、
先
述
の
三
鬼
の
母
校
や
勤
務
病
院
で
の
調
査
の
ほ
か
に
、
三
鬼
の
作
品
で
あ
る
俳
句
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
三
鬼
の
俳
句
は
『
西
東
三
鬼
全
句
集
』（
平
畑
静
塔
、
三
谷
昭
監
修
、
都
市
出
版
社
、
一
九
七
一
年
初
版
）
以
下
、『
全
句
集
』）
16
）
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
に
は
、
三
鬼
の
詠
ん
だ
俳
句
お
よ
び
俳
論
や
エ
ッ
セ
ー
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
、
三
鬼
が
直
接
診
療
に
携
る
状
況
を
描
く
俳
句
と
、
診
療
活
動
に
関
係
す
る
彼
の
病
院
や
そ
の
周
囲
の
環
境
を
描
く
俳
句
（
こ
れ
ら
を
併
せ
て
、
本
論
文
で
は
と
く
に
「
診
療
俳
句
」
と
称
す
る
）
を
抽
出
し
た
（
文
末
添
付
資
料
）。
比
較
検
討
を
す
る
目
的
で
、
静
塔
の
『
平
畑
静
塔
全
句
集
』（
限
定
五
百
部
）（
中
田
亮
編
集
、
沖
積
舎
、
一
九
九
八
年
出
版17
）
）
を
取
り
上
げ
て
、
三
鬼
と
同
じ
く
静
塔
の
「
診
療
俳
句
」
を
抽
出
し
た
が
、
本
論
で
は
静
塔
句
の
詳
細
は
省
略
し
た18
）
。
さ
ら
に
、
三
鬼
に
関
連
す
る
厖
大
な
俳
人
側
か
ら
の
三
鬼
俳
句
に
つ
い
て
の
句
一
七
二
西
東
三
鬼
研
究
（
北
野
元
生
）
評
、
三
鬼
に
つ
い
て
の
人
物
評
、
等
々
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
三
橋
敏
雄
・
坪
内
稔
典
共
著
の
「
西
東
三
鬼
文
献
解
題
」（『
俳
句
』
一
九
八
〇
年
四
月
臨
時
増
刊
「
西
東
三
鬼
読
本19
）
」）
を
参
考
に
諸
文
献
を
渉
猟
し
た
。
三
、
仮
説
の
証
明
と
考
察
１
）
西
東
三
鬼
の
「
診
療
俳
句
」
の
概
要
ま
ず
、
文
末
に
添
付
し
た
資
料
西
東
三
鬼
の
「
診
療
俳
句
」・
一
覧
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
筆
者
の
調
べ
た
範
囲
で
は
、
三
鬼
が
詠
ん
だ
句
は
『
全
句
集
』
ほ
か
で
調
べ
ら
れ
た
範
囲
で
の
総
数
は
二
八
六
八
句
で
あ
る
。
自
身
の
診
療
活
動
に
直
接
関
連
し
て
詠
ん
だ
句
、
お
よ
び
診
療
環
境
に
つ
い
て
詠
ん
だ
句
の
併
せ
た
「
診
療
俳
句
」
の
数
は
七
十
九
句
で
あ
り
、
総
俳
句
数
の
2.75
を
占
め
て
い
た
。
静
塔
の
俳
句
で
は
、『
平
畑
静
塔
全
句
集
』
に
あ
げ
ら
れ
た
句
は
総
数
で
四
七
六
〇
句
、
う
ち
「
診
療
俳
句
」
と
考
え
ら
れ
た
句
は
一
二
三
句
で
あ
る
。『
平
畑
静
塔
全
句
集
』
に
お
い
て
の
そ
れ
は
一
九
二
七
年
か
ら
一
九
九
四
年
ま
で
の
六
十
三
年
間
（
京
大
俳
句
事
件
や
応
召
さ
れ
て
作
句
を
中
断
し
て
い
た
四
年
間
を
差
し
引
く
）
に
総
数
四
七
六
〇
句
を
発
表
し
、
う
ち
一
二
三
句
は
「
診
療
俳
句
」
に
相
当
し
て
い
る
。
総
数
に
占
め
る
割
合
は
2.56
で
あ
っ
た
。
三
鬼
、
静
塔
と
も
に
決
し
て
厖
大
な
数
の
「
診
療
俳
句
」
を
詠
ん
だ
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
全
句
数
に
占
め
る
割
合
は
両
者
と
も
に
、
極
め
て
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。
２
）
西
東
三
鬼
の
「
診
療
俳
句
」
の
う
ち
十
一
句
に
つ
い
て
の
鑑
賞
三
鬼
の
「
診
療
俳
句
」
を
通
覧
す
る
に
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
解
釈
に
苦
し
む
よ
う
な
俳
句
は
皆
無
と
い
っ
て
良
い
。
三
鬼
の
俳
句
は
一
般
に
平
易
な
用
語
を
使
っ
て
口
語
調
で
詠
ん
で
お
り
、
そ
の
内
容
も
明
快
で
あ
り
、
一
般
の
人
に
と
っ
て
も
か
な
り
分
か
り
や
す
い
と
言
え
よ
う
。
三
鬼
す
な
わ
ち
歯
科
医
師
齋
藤
敬
直
が
「
診
療
俳
句
」
を
発
表
し
た
の
は
、
戦
後
大
阪
女
子
医
大
附
属
香
里
病
院
に
勤
務
し
た
時
期
に
集
中
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
初
出
の
雑
誌
は
三
鬼
や
静
塔
ら
が
山
口
誓
子
を
擁
し
て
立
ち
上
げ
た
『
天
狼
』
を
中
心
に
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
俳
句
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
の
俳
句
に
そ
の
折
々
の
彼
の
心
情
は
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
、
文
末
に
資
料
と
し
て
挙
げ
た
三
鬼
の
「
診
療
俳
句
」
の
う
ち
の
十
一
句
を
取
り
あ
げ
て
鑑
賞
を
試
み
る
。
た
だ
し
、
鑑
賞
と
言
っ
て
も
あ
く
ま
で
医
療
の
立
場
か
ら
の
、
或
い
は
筆
者
個
人
に
よ
る
俳
句
鑑
賞
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
枯
野
の
木
人
の
歯
を
抜
く
わ
が
能
事
（
一
九
四
九
年
、『
天
狼
』
２
、
３
合
併
号
）
本
句
は
昭
和
二
十
四
年
に
詠
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
。
わ
が
能
事
と
あ
る
よ
う
に
歯
科
医
師
の
仕
事
に
復
職
し
た
時
の
感
慨
で
あ
ろ
う
。
三
鬼
は
大
阪
女
子
医
科
大
学
の
歯
科
部
長
と
し
て
の
職
を
得
る
ま
で
の
十
年
以
上
を
歯
科
医
師
と
し
て
の
仕
事
か
ら
離
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
人
の
生
命
や
健
康
を
守
る
べ
き
新
し
い
環
境
で
の
仕
事
で
あ
る
。
す
で
に
五
十
歳
に
近
く
決
し
て
若
く
は
な
か
っ
た
三
鬼
に
と
っ
て
、
職
場
と
し
て
は
結
核
と
精
神
病
に
ほ
ぼ
特
化
さ
れ
て
お
り
、
生
活
弱
者
で
あ
る
孤
児
や
貧
困
者
の
多
い
病
院
で
の
二
度
目
の
歯
科
診
療
生
活
に
つ
い
て
は
、
彼
な
り
の
目
的
意
識
、
使
命
感
や
診
療
意
欲
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
一
七
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
て
も
か
な
り
過
酷
な
労
働
に
耐
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
三
鬼
が
自
身
の
結
核
の
再
発
を
恐
れ
つ
つ
、
ま
た
彼
の
前
期
歯
科
医
師
時
代
と
は
違
っ
て
、
か
な
り
将
来
が
茫
漠
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
戦
後
の
新
職
場
で
の
後
期
歯
科
医
師
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
に
も
そ
れ
な
り
の
奮
起
が
必
要
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。「
わ
が
能
事
」
と
は
彼
の
生
業
に
再
び
開
始
す
る
こ
と
へ
の
決
意
表
明
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。「
人
の
歯
を
抜
く
」
と
は
一
般
人
に
も
分
か
り
や
す
い
諧
謔
を
込
め
た
自
分
の
仕
事
の
説
明
で
あ
る
。
本
句
は
三
鬼
の
所
謂
「
診
療
俳
句
」
の
嚆
矢
と
も
取
れ
る
作
品
で
あ
る
。
悴
み
て
貧
し
き
人
の
義
歯
作
る
（
一
九
四
九
年
、『
天
狼
』
２
、
３
合
併
号
）
三
鬼
の
後
期
歯
科
医
師
時
代
で
あ
る
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
初
頭
ま
で
の
日
本
の
医
療
状
況
を
考
え
て
み
た
い
。
現
在
で
は
、
国
民
皆
保
険
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
わ
が
国
の
社
会
保
障
制
度
と
く
に
医
療
保
険
制
度
は
世
界
に
誇
れ
る
ほ
ど
に
よ
く
整
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
一
九
六
一
年
に
や
っ
と
そ
の
制
度
の
整
備
が
全
国
的
に
達
成
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
鬼
が
女
子
医
大
病
院
に
勤
務
を
始
め
た
頃
は
、
ま
だ
ま
だ
保
険
制
度
の
外
に
あ
っ
た
人
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
治
療
費
が
充
分
に
払
え
な
い
人
々
の
診
療
は
個
人
で
経
営
す
る
市
中
の
病
院
や
診
療
所
で
は
充
分
に
対
応
し
き
れ
ず
、
多
く
は
公
的
な
病
院
に
回
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
公
的
な
病
院
ほ
ど
医
療
費
の
払
え
な
い
人
び
と
の
診
療
を
受
け
持
た
ざ
る
を
え
な
い
た
め
、
病
院
の
経
営
は
苦
し
く
、
建
造
物
や
施
設
の
整
備
や
修
理
修
繕
は
老
朽
化
が
進
ん
で
も
遅
れ
勝
ち
と
な
り
、
従
業
員
で
あ
る
医
師
や
看
護
師
等
職
種
を
問
わ
ず
か
な
り
の
長
時
間
労
働
や
重
労
働
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
代
の
三
鬼
の
勤
務
し
た
私
立
の
大
阪
女
子
医
科
大
学
附
属
香
里
病
院
は
も
と
も
と
大
阪
府
の
代
用
精
神
科
病
院
と
し
て
位
置
づ
け
が
さ
れ
て
い
た
個
人
の
精
神
科
病
院
で
あ
っ
た
も
の
を
大
戦
末
期
国
が
買
い
上
げ
て
、
そ
の
頃
亡
国
病
と
ま
で
言
わ
れ
た
結
核
病
に
特
化
し
た
診
療
科
を
付
設
し
た
病
院
で
あ
っ
た
か
ら
、
私
立
で
は
あ
っ
て
も
公
的
病
院
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
住
民
の
医
療
に
協
力
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。『
全
句
集
』
に
は
、
三
鬼
晩
年
の
「
葉
山
雑
記
」
と
題
す
る
エ
ッ
セ
ー
の
中
で
、
敗
戦
後
の
浮
浪
者
を
収
容
し
た
病
院
で
あ
っ
た
と
の
記
載
が
あ
る
。「
悴
み
で
貧
し
き
人
の
義
歯
作
る
」
を
読
め
ば
、
当
時
、
歯
科
医
師
自
ら
が
暖
房
の
調
っ
て
い
な
い
歯
科
技
工
室
に
籠
も
っ
て
歯
科
技
工
に
励
ん
で
い
る
姿
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。
屋
上
に
双
手
は
ば
た
き
医
師
寒
し
（
一
九
五
〇
年
、『
雷
光
』
２
）
本
句
は
『
雷
光
』
二
号
（
戦
後
三
鬼
が
指
導
し
た
「
雷
光
俳
句
会
」
の
機
関
誌
で
あ
る
）
に
は
、「
屋
上
に
は
ば
た
き
は
ば
た
き
医
師
貧
し
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
の
が
初
出
で
あ
る
。
か
れ
の
第
三
句
集
に
は
『
今
日
』
で
は
「
屋
上
に
双
手
は
ば
た
き
医
師
寒
し
」
と
推
敲
さ
れ
て
い
る
。
寒
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
は
ば
た
い
て
い
る
よ
う
に
体
を
温
め
て
い
る
様
子
が
感
じ
取
れ
る
。
そ
の
は
ば
た
い
て
い
る
医
師
と
は
三
鬼
自
身
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
体
を
動
か
し
て
暖
を
摂
っ
て
い
る
医
師
も
貧
し
い
し
寒
い
の
で
あ
る
。「
双
手
は
ば
た
き
」
よ
り
も
「
は
ば
た
き
は
ば
た
き
」
の
方
が
医
師
の
動
き
の
や
や
滑
𥡴
な
仕
草
が
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
こ
の
句
は
三
鬼
の
飛
翔
願
望
の
表
れ
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
論
者20
）
が
い
る
。
三
鬼
晩
年
の
作
「
青
高
原
わ
が
変
身
の
裸
馬
逃
げ
よ
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
彼
の
変
身
願
望
、
逃
走
願
望
の
変
形
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
三
鬼
が
歯
科
医
師
一
七
四
西
東
三
鬼
研
究
（
北
野
元
生
）
の
仕
事
が
本
当
は
好
き
で
な
か
っ
た
と
の
風
評
が
こ
れ
ら
の
句
評
に
な
っ
た
要
因
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
歯
科
医
師
と
し
て
の
勤
務
振
り
に
つ
い
て
は
、
大
阪
女
子
医
大
時
代
に
静
塔
や
三
鬼
に
俳
句
の
指
導
を
受
け
た
八
木
三
日
女
に
よ
れ
ば
、「
三
鬼
先
生
は
ち
ゃ
ん
と
真
面
目
に
診
療
や
病
院
の
雑
事
を
こ
な
し
て
お
ら
れ
た
」
と
証
言
し
て
い
る
。
俳
人
で
三
鬼
の
門
下
の
白
石
不
舎
は
「
現
在
世
間
で
言
わ
れ
て
い
る
三
鬼
の
評
の
ほ
と
ん
ど
は
正
鵠
を
得
て
い
な
い
」
と
嚙
ん
で
吐
き
捨
て
る
よ
う
に
言
い
切
っ
て
い
る
。
門
下
の
俳
人
の
故
三
橋
敏
雄
の
夫
人
で
俳
人
の
三
橋
孝
子
も
同
様
の
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
て
い
る
。
多
く
の
俳
人
仲
間
は
三
鬼
を
真
面
目
人
間
と
認
め
た
く
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
何
か
三
鬼
本
人
と
は
別
の
神
話
的
三
鬼
像
を
作
り
上
げ
て
い
る
よ
う
な
状
況
が
あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
俳
人
仲
間
に
と
っ
て
も
、
あ
る
い
は
恐
ら
く
三
鬼
自
身
に
と
っ
て
も
、「
真
面
目
な
三
鬼
」
な
ん
か
面
白
く
も
な
ん
と
も
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
三
鬼
に
は
常
に
何
か
に
変
身
し
て
い
る
よ
う
な
部
分
が
あ
り
、
何
か
と
て
つ
も
な
く
疲
れ
切
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
」
と
の
山
口
澄
子
の
評21
）
も
あ
る
。
ま
た
、
好
き
で
も
な
い
歯
科
医
師
の
仕
事
を
返
上
し
て
勇
躍
関
東
へ
戻
り
、
俳
句
三
昧
の
生
活
を
し
た
よ
う
に
誤
解
し
て
い
る
人
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
情
は
三
鬼
は
そ
れ
よ
り
ほ
ぼ
二
年
も
前
に
大
阪
女
子
医
科
大
学
附
属
香
里
病
院
の
組
織
改
変
に
よ
っ
て
歯
科
診
療
部
門
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
、
三
鬼
は
自
分
の
職
場
を
失
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
本
論
で
は
詳
し
く
は
触
れ
な
い
。
腐
れ
し
歯
あ
ま
た
を
抜
き
て
枯
野
帰
る
（
一
九
四
九
年
、『
雷
光
』
２
）
寒
き
手
や
人
の
歯
を
抜
き
字
を
書
か
ず
（
一
九
四
九
年
、『
雷
光
』
２
）
こ
れ
ら
二
句
は
「
歯
を
抜
く
」
と
い
う
措
辞
で
、
歯
科
医
師
と
し
て
の
仕
事
に
没
頭
し
て
い
る
三
鬼
自
身
の
姿
を
や
や
自
嘲
的
に
表
現
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
二
句
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
医
師
や
歯
科
医
師
以
外
の
一
般
人
で
も
自
分
の
仕
事
を
自
嘲
的
に
述
べ
る
こ
と
は
ま
ま
あ
る
。
第
二
句
め
の
「
歯
を
抜
き
字
を
書
か
ず
」
は
仕
事
に
か
ま
け
て
俳
句
を
詠
む
な
ど
の
文
筆
作
業
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
と
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
二
句
と
も
に
季
語
の
枯
野
や
寒
し
を
配
し
、
作
者
の
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
病
者
等
に
雀
み
の
ら
し
四
月
の
木
（
一
九
五
二
年
『
天
狼
』
４
）
春
た
け
な
わ
、
木
々
に
は
緑
が
満
載
に
な
り
つ
つ
あ
る
候
で
あ
る
。
し
か
し
、
木
々
は
葉
っ
ぱ
の
ほ
か
に
、
雀
を
満
載
し
て
い
る
。
病
院
の
長
期
の
入
院
患
者
に
と
っ
て
、
鳥
の
鳴
き
声
は
何
に
も
ま
し
て
慰
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
状
況
を
作
者
の
や
さ
し
い
目
が
見
つ
め
て
い
る
姿
が
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
雀
を
み
の
ら
す
を
強
引
に
付
け
合
せ
た
が
、
三
鬼
の
ユ
ニ
ー
ク
で
新
鮮
な
境
地
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
み
の
ら
す
は
普
通
は
秋
を
連
想
す
る
が
、
こ
れ
を
春
四
月
に
持
っ
て
く
る
と
い
う
三
鬼
な
ら
で
は
の
周
到
な
用
法
で
あ
ろ
う
。
病
孤
児
の
輪
が
ぐ
る
ぐ
る
と
天
髙
し
（
一
九
五
〇
年
、『
天
狼
』
12
）
病
廊
を
蜜
柑
馳
け
く
る
孤
児
馳
け
く
る
（
一
九
五
〇
年
、『
天
狼
』
５
）
土
団
子
病
孤
児
の
冬
永
か
り
し
（
一
九
五
四
年
、『
天
狼
』
６
）
彼
は
生
来
優
し
い
人
物
で
あ
る
と
の
波
戸
影
夫22
）
や
鈴
木
六
林
男23
）
の
論
も
あ
り
、
特
に
貧
困
な
人
や
孤
児
達
の
診
療
を
な
お
ざ
り
に
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
上
に
揚
げ
た
句
や
そ
の
ほ
か
の
諸
句
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
患
一
七
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
者
を
一
段
低
く
見
積
も
っ
た
り
、
ピ
エ
ロ
や
モ
ル
モ
ッ
ト
に
見
立
て
て
句
を
作
っ
た
り
、
滑
𥡴
な
状
況
を
設
定
し
て
み
せ
た
り
す
る
の
は
と
き
に
見
ら
れ
る
作
句
技
術
で
は
あ
る
が
、
彼
に
は
そ
ん
な
患
者
に
対
し
て
の
小
細
工
は
一
切
な
い
。
彼
は
真
に
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
る
と
い
う
高
柳
重
信
の
評24
）
が
あ
る
が
、
か
か
る
患
者
や
貧
し
い
人
々
を
詠
ん
だ
俳
句
の
範
疇
で
は
、
彼
は
リ
ア
ル
に
優
し
い
気
持
ち
を
詠
ん
で
い
る
印
象
が
強
い
。
揚
句
第
一
句
め
は
入
院
中
の
孤
児
た
ち
が
、
秋
天
の
下
、
病
院
内
の
空
き
地
に
集
ま
っ
て
輪
を
作
っ
て
遊
戯
に
耽
っ
て
い
る
様
子
を
三
鬼
の
優
し
い
目
が
見
守
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
句
で
は
ぐ
る
ぐ
る
と
い
う
声
喩
（
オ
ノ
マ
ト
ペ
）
表
現
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
現
代
で
は
一
般
の
会
話
で
使
わ
れ
る
副
詞
を
多
用
す
る
俳
人
は
そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
な
い
が
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り
新
鮮
な
表
現
で
あ
る
。「
水
枕
ガ
バ
リ
と
寒
い
海
が
あ
る
」
と
同
列
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
俳
句
で
あ
る
が
、
声
喩
表
現
を
副
詞
と
し
て
用
い
る
俳
句
表
現
と
し
て
は
三
鬼
に
並
ぶ
も
の
は
い
な
か
っ
た
し
、
そ
の
故
に
こ
そ
三
鬼
が
言
葉
の
魔
法
使
い
と
評
さ
れ
た
一
つ
の
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
病
孤
児
た
ち
の
遊
戯
に
同
期
し
た
三
鬼
の
気
持
ち
の
高
ぶ
り
が
季
語
の
「
天
高
し
」
で
う
ま
く
表
現
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
第
二
句
め
は
病
棟
の
廊
下
を
転
が
っ
た
蜜
柑
を
追
っ
て
、
入
院
中
の
病
孤
児
が
駆
け
て
い
る
様
子
を
、
第
三
句
め
は
病
孤
児
た
ち
が
病
院
の
庭
で
土
団
子
を
作
っ
て
永
い
冬
を
耐
え
て
い
る
様
子
を
詠
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
彼
の
俳
句
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
動
詞
や
形
容
詞
な
ど
を
含
む
用
言
と
、
ぐ
る
ぐ
る
な
ど
の
副
詞
そ
し
て
声
喩
表
現
を
多
用
す
る
傾
向
が
あ
る
。
用
言
や
副
詞
を
多
用
す
る
文
体
を
と
る
俳
句
は
、
え
て
し
て
具
体
的
感
覚
的
な
印
象25
）
が
強
い
。
俳
句
に
詠
む
対
象
が
外
界
の
物
象
で
あ
ろ
う
と
、
心
中
の
精
神
の
活
動
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
ら
を
丁
寧
且
つ
正
直
に
表
現
す
る
こ
と
を
好
む
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
百
の
貧
患
者
に
寒
の
ぼ
ろ
太
陽
（
一
九
五
五
年
、『
天
狼
』
２
）
極
寒
の
病
者
の
口
を
の
ぞ
き
込
む
（
一
九
五
五
年
、『
断
崖
』
３
）
彼
の
俳
句
は
貧
し
い
人
や
孤
児
に
対
し
て
情
感
を
寄
せ
て
い
る
作
品
が
多
い
。
作
者
で
あ
る
三
鬼
す
な
わ
ち
齋
藤
敬
直
が
貧
し
い
階
層
の
患
者
や
孤
児
に
対
す
る
暖
か
い
心
情
を
持
っ
て
接
し
て
い
る
情
景
が
偲
ば
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
百
の
貧
患
者
と
は
大
勢
の
貧
し
い
階
層
の
患
者
た
ち
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
極
寒
の
病
者
は
字
義
通
り
読
め
ば
、
寒
中
の
患
者
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
寒
や
極
寒
と
い
う
措
辞
で
、
重
症
で
あ
り
退
院
な
ど
は
望
め
な
い
重
症
患
者
の
状
況
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
俳
句
、
と
く
に
第
二
句
め
を
前
に
し
て
、
八
木
三
日
女
や
白
石
不
舎
な
ど
三
鬼
を
直
接
知
る
人
の
言
を
勘
案
す
れ
ば
、
三
鬼
が
診
療
が
好
き
で
は
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
嫌
い
で
あ
っ
た
と
か
、
診
療
を
な
お
ざ
り
に
し
て
、
い
い
加
減
な
治
療
行
為
を
繰
り
返
し
て
い
た
な
ど
の
評
は
的
を
射
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
３
）
西
東
三
鬼
の
「
診
療
俳
句
」
の
文
学
性
と
現
代
性
「
診
療
俳
句
」
と
し
て
取
り
上
げ
た
西
東
三
鬼
の
七
十
九
句
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
多
数
は
彼
の
第
三
句
集
『
今
日
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
静
塔
を
は
じ
め
世
の
多
く
の
俳
人
た
ち
は
『
今
日
』
を
挙
げ
て
、「
三
鬼
は
疲
れ
て
い
る
」
と
評
し
た
（
三
鬼
の
句
集
『
今
日
』
の
「
後
記
」）。
戦
前
世
間
の
瞠
目
を
一
七
六
西
東
三
鬼
研
究
（
北
野
元
生
）
一
身
に
浴
び
た
第
一
句
集
の
『
旗
』、
終
戦
前
の
長
い
空
白
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
戦
後
の
第
二
句
集
の
『
夜
の
桃
』
に
比
較
し
て
、
流
暢
と
充
実
に
欠
け
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
三
鬼
の
俳
句
の
ピ
ー
ク
を
下
降
し
始
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
、
こ
こ
で
『
今
日
』
を
俯
瞰
し
て
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
は
本
論
の
任
で
は
な
い
が
、
た
ま
た
ま
三
鬼
が
い
わ
ゆ
る
「
診
療
俳
句
」
な
る
も
の
を
詠
ん
だ
の
が
、
こ
の
彼
の
俳
句
の
ピ
ー
ク
が
下
向
し
た
と
評
さ
れ
る
時
期
に
当
た
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
静
塔
に
も
言
え
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
診
療
俳
句
」
は
そ
の
性
格
上
視
野
が
限
ら
れ
た
俳
句
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
本
来
三
鬼
の
俳
句
は
彼
が
俳
句
の
師
を
持
た
ず
、
自
由
人
と
し
て
俳
句
を
詠
ん
で
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
既
述
し
た
彼
の
戦
前
の
俳
句
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
口
語
で
詠
ん
だ
の
び
の
び
と
し
た
わ
か
り
や
す
い
作
品
が
彼
の
本
領
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
『
今
日
』
を
編
ん
だ
時
代
は
彼
が
大
阪
女
子
医
科
大
学
病
院
に
就
職
し
、
病
院
に
拘
束
さ
れ
自
分
の
身
の
回
り
の
出
来
事
を
中
心
に
し
た
言
わ
ば
境
遇
俳
句
を
詠
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
境
遇
俳
句
の
一
分
野
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
、
先
に
述
べ
た
い
わ
ゆ
る
「
診
療
俳
句
」
の
多
く
に
大
い
に
心
を
動
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
三
鬼
の
戦
後
の
俳
句
は
山
口
誓
子
（
一
九
〇
一
年
｜
一
九
九
四
年
）
を
抜
き
に
し
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い26
）
。
誓
子
と
三
鬼
は
も
と
も
と
「
京
大
俳
句
」
の
仲
間
で
あ
っ
た
が
、
先
述
の
「
京
大
俳
句
事
件
」
に
連
座
す
る
こ
と
も
な
く
、
病
身
で
も
あ
り
戦
中
は
戦
禍
を
逃
れ
て
地
方
都
市
に
疎
開
し
て
お
り
、
疎
開
先
で
句
作
に
励
ん
で
い
た
。
そ
の
時
に
詠
み
貯
め
た
作
品
を
読
ん
だ
三
鬼
と
静
塔
は
大
い
に
感
銘
を
受
け
、
誓
子
を
主
宰
と
し
た
俳
句
結
社
「
天
狼
俳
句
会
」
を
立
ち
上
げ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
誓
子
は
「
京
大
俳
句
」
の
一
員
で
あ
っ
た
が
、
徹
底
し
て
有
季
定
型
の
俳
人
で
あ
り
、
厳
格
な
意
味
で
誓
子
は
新
興
俳
句
人
で
は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
言
え
る
。
三
鬼
が
誓
子
に
密
着
し
て
得
ら
れ
た
も
の
の
結
果
が
第
二
句
集
の
『
夜
の
桃
』
で
あ
り
先
述
の
『
今
日
』
で
あ
っ
た
。「
京
大
俳
句
事
件
」
後
の
長
い
ブ
ラ
ン
ク
か
ら
の
復
活
を
印
象
付
け
た
第
二
句
集
『
夜
の
桃
』
で
は
嘗
て
の
「
新
興
俳
句
」
の
三
鬼
の
特
色
や
特
徴
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
第
三
句
集
『
今
日
』
に
至
っ
て
は
、
誓
子
に
兄
事
し
た
三
鬼
の
負
の
面
の
み
が
目
立
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
二
人
の
接
近
に
よ
っ
て
、
誓
子
は
光
を
三
鬼
は
闇
を
背
負
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
に
加
え
て
、
誓
子
の
有
季
定
型
俳
句
の
枠
の
中
で
、
三
鬼
は
一
生
を
棒
に
振
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
、
鈴
木
六
林
男27
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
論
評
が
あ
る
。
鈴
木
の
論
は
三
鬼
に
お
い
て
の
い
わ
ゆ
る
「
新
興
俳
句
」
が
消
滅
し
た
こ
と
、
少
な
く
と
も
希
薄
化
し
た
こ
と
を
惜
し
ん
で
こ
の
よ
う
な
評
を
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
他
方
で
好
意
的
な
見
方
を
す
る
人
も
い
る
。
三
谷
昭
は
、
三
鬼
が
誓
子
に
近
づ
い
た
の
は
、
誓
子
作
品
に
渇
仰
し
、「
生
」
の
極
限
と
感
動
の
根
源
と
を
見
極
め
る
方
向
に
、
さ
ら
に
は
実
在
の
真
実
に
観
（
見
）
入
る
と
い
う
方
向
を
、
三
鬼
は
自
身
の
戦
後
の
作
句
の
指
標
と
す
る
べ
く
決
心
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る28
）
。
指
標
の
変
更
の
結
果
、
三
鬼
の
作
品
の
抒
情
は
「
周
辺
」
に
拡
散
す
る
方
向
を
持
ち
な
が
ら
も
、
一
方
で
は
「
私
」
に
回
帰
す
る
作
品
が
次
第
に
数
を
ま
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
と
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
谷
の
論
は
三
鬼
の
根
源
俳
句
の
誕
生
の
秘
密
を
分
析
し
た
も
の
で
、
戦
後
の
三
鬼
俳
句
の
本
質
を
衝
い
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
三
鬼
に
つ
い
て
の
文
学
的
な
本
質
論
と
し
て
は
鈴
木
の
意
見
と
変
わ
ら
な
い
の
は
、
本
来
的
に
三
鬼
に
備
わ
っ
て
い
る
俳
句
観
や
文
学
的
資
質
と
誓
子
の
そ
れ
ら
が
水
と
油
ほ
ど
に
異
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
一
七
七
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
る
。こ
の
三
谷
の
論
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
榎
本
冬
一
郎29
）
の
論
を
紹
介
す
れ
ば
、
三
鬼
が
誓
子
を
担
い
で
創
刊
し
た
『
天
狼
』
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
三
鬼
の
「
過
酷
な
る
精
神
」
と
題
す
る
論
を
紹
介
し
て
い
る
が
、「
俳
句
は
季
節
現
象
を
詠
う
詩
な
り
と
い
う
定
義
は
、
季
節
は
根
源
に
達
す
る
門
な
り
と
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
の
指
摘
を
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
論
は
ま
さ
に
、
三
谷
昭
の
意
見
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
三
鬼
本
来
の
も
の
と
誓
子
的
な
も
の
の
両
者
が
三
鬼
の
中
で
綯
交
ぜ
に
な
っ
た
上
で
、
そ
れ
を
い
か
に
止
揚
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
、
苦
悩
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
つ
け
て
も
、
三
鬼
の
俳
句
が
誓
子
と
の
接
触
の
結
果
、
内
向
き
に
な
ろ
う
と
し
た
と
き
と
ま
さ
に
同
時
期
に
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
診
療
俳
句
」
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
さ
て
、
筆
者
は
本
論
の
テ
ー
マ
と
し
て
西
東
三
鬼
の
「
診
療
俳
句
」
を
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
「
診
療
俳
句
」、
あ
る
い
は
「
診
療
分
野
の
俳
句
」
が
こ
れ
ま
で
一
般
に
認
識
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
新
興
俳
句
の
重
鎮
と
さ
れ
る
俳
人
の
水
原
秋
櫻
子30
）
（
一
九
六
一
年
没
、
享
年
八
十
八
歳
）
も
産
婦
人
科
医
師
と
し
て
も
高
名
で
あ
っ
た
が
、「
芍
薬
や
医
を
わ
す
れ
ゐ
る
今
日
の
閑
」
な
ど
の
句
は
あ
る
が
直
接
診
療
に
拘
わ
っ
た
よ
う
な
俳
句
は
殆
ど
管
見
に
触
れ
な
い
。
三
鬼
や
静
塔
の
あ
と
に
も
、
こ
れ
と
言
っ
た
ま
と
ま
っ
た
「
診
療
俳
句
」
の
作
家
は
見
あ
た
ら
な
い
。
俳
人
安
井
浩
司31
）
は
歯
科
医
師
で
あ
る
が
、
彼
に
「
白
の
原
種
蓮
と
ゆ
き
か
い
乳
歯
落
つ
」
の
よ
う
な
句
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
診
療
俳
句
に
は
当
た
ら
な
い
し
、
ほ
か
に
も
診
療
俳
句
に
該
当
す
る
俳
句
は
見
当
た
ら
な
い
。
「
広
島
や
卵
食
ふ
と
き
口
開
く
」
は
三
鬼
の
代
表
句
の
一
つ
で
あ
る
。
歌
人
の
塚
本
邦
雄32
）
や
詩
人
飯
島
耕
一33
）
に
よ
れ
ば
、
三
鬼
の
全
句
の
中
で
も
狂
気
を
孕
ん
だ
ポ
エ
ジ
ー
を
も
っ
と
も
多
量
に
放
電
し
た
作
品
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
句
が
世
界
や
宇
宙
に
向
け
て
開
け
た
俳
句
で
あ
る
な
ら
ば
、
三
鬼
の
「
悴
み
て
貧
し
き
人
の
義
歯
つ
く
る
」
は
狭
い
空
間
に
向
け
た
、
い
わ
ば
個
に
閉
じ
こ
も
る
俳
句
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
診
療
と
は
本
来
矮
小
化
さ
れ
た
行
為
、
医
者
個
人
が
患
者
個
人
に
相
い
対
し
て
初
め
て
診
療
と
い
う
行
為
が
成
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
一
場
面
を
の
み
切
り
取
っ
て
短
い
詩
形
を
作
り
上
げ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
的
に
そ
の
句
は
個
へ
向
う
の
は
宿
命
と
も
言
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
個
々
に
向
け
た
小
さ
な
俳
句
作
品
が
何
ゆ
え
に
人
を
感
動
さ
せ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
作
品
に
含
ま
れ
る
診
療
と
い
う
行
為
が
有
す
る
本
来
的
な
人
道
主
義
や
救
済
、
生
命
観
が
そ
の
場
の
小
さ
な
現
場
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
俳
句
の
よ
う
な
む
し
ろ
小
さ
い
は
ず
の
句
柄
が
常
に
新
鮮
さ
と
知
的
な
も
の
を
我
々
に
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
鬼
の
作
品
に
は
そ
も
そ
も
が
知
性
と
今
日
の
時
代
に
迫
る
現
代
性
が
あ
る
し
、
そ
の
知
性
は
ま
た
一
方
で
俳
句
必
須
の
諧
謔
性
と
相
反
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
三
鬼
の
「
診
療
俳
句
」
が
三
鬼
自
身
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
三
鬼
の
新
興
俳
句
時
代
の
第
一
句
集
『
旗
』
か
ら
第
二
句
集
で
あ
る
『
夜
の
桃
』
に
か
け
て
見
ら
れ
る
、
想
像
の
世
界
（
虚
構
）
と
マ
ス
（
群
）
へ
の
偏
執
、
暗
さ
、
孤
独
さ
、
劣
等
感
、
虚
無
感
、
過
剰
な
エ
ロ
チ
シ
ズ
ム
、
機
智
に
か
っ
た
構
図
描
写
等
々
一
般
に
や
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
と
も
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
彼
の
諸
々
の
資
質
が
「
診
療
俳
句
」
を
詠
み
始
め
た
一
七
八
西
東
三
鬼
研
究
（
北
野
元
生
）
頃
、
す
な
わ
ち
戦
後
の
俳
句
で
は
ず
い
ぶ
ん
抑
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
見
は
先
述
し
た
田
川
飛
旅
子
の
論
に
も
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
診
療
俳
句
」
を
詠
ん
だ
こ
と
で
こ
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
三
鬼
が
戦
後
の
彼
の
状
況
の
変
化
で
致
し
方
な
く
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
に
変
貌
を
遂
げ
た
結
果
、
彼
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
気
質
を
直
截
に
表
現
し
た
「
診
療
俳
句
」
の
よ
う
な
率
直
な
状
況
が
詠
め
た
の
か
、
筆
者
の
み
る
と
こ
ろ
ど
ち
ら
も
首
肯
で
き
そ
う
で
あ
る
。
と
ま
れ
、「
三
鬼
は
疲
れ
て
い
る
」
と
言
う
三
鬼
の
第
三
句
集
『
今
日
』
に
対
し
て
な
さ
れ
た
論
は
や
や
一
方
的
で
、
幾
分
か
は
的
を
外
れ
た
指
摘
で
は
な
い
か
。
戦
前
の
彼
は
い
わ
ゆ
る
「
新
興
俳
句
」
の
旗
手
と
も
て
は
や
さ
れ
、「
新
興
俳
句
」
の
鎧
を
着
て
颯
爽
と
俳
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
「
新
興
俳
句
」
の
美
学
が
斯
く
も
た
や
す
く
官
憲
の
手
で
、
あ
る
い
は
敗
戦
を
以
て
壊
滅
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
現
実
と
し
て
は
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
そ
れ
が
官
憲
の
手
や
戦
争
と
い
う
外
力
に
依
ら
ず
と
も
、
早
晩
必
ず
崩
壊
す
る
体
質
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
は
先
に
引
用
し
た
安
井
浩
司
の
論34
）
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
広
島
や
卵
食
ふ
と
き
口
開
く
」
に
加
え
て
「
水
枕
ガ
バ
リ
と
寒
い
海
が
あ
る
」
を
詠
ん
だ
高
邁
な
詩
心
を
有
す
る
俳
人
が
「
悴
み
て
貧
し
き
人
の
義
歯
作
る
」
と
詠
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、「
新
興
俳
句
」
の
衰
退
は
必
然
的
な
も
の
で
あ
っ
た
し
、「
新
興
俳
句
」
の
実
態
が
幻
で
あ
っ
た
こ
と
を
否
が
応
で
も
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
も
「
新
興
俳
句
」
で
培
わ
れ
た
、
刈
り
取
り
が
た
い
芯
の
よ
う
な
も
の
が
三
鬼
の
中
に
残
存
し
て
い
た
に
違
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
所
謂
「
診
療
俳
句
」
の
分
野
に
於
い
て
も
、
そ
れ
が
彼
が
新
し
く
開
拓
し
た
分
野
で
あ
っ
た
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
先
に
述
べ
て
き
た
よ
う
な
人
道
・
救
済
・
生
命
主
義35
）
を
素
直
に
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
を
切
り
口
に
し
た
、
新
鮮
な
俳
句
の
数
々
が
詠
み
だ
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
俳
句
表
現
は
こ
れ
ま
で
の
三
鬼
に
は
な
か
っ
た
面
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
周
囲
の
人
び
と
の
戦
前
の
新
興
俳
句
と
し
て
の
三
鬼
俳
句
の
復
活
と
い
う
期
待
は
見
事
に
裏
切
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
先
述
し
た
生
命
主
義
俳
句
・
根
源
俳
句
へ
の
道
を
開
く
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
診
療
と
い
う
行
為
が
生
命
主
義
に
通
じ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、「
三
鬼
は
日
頃
か
ら
病
む
者
に
対
し
て
は
異
常
な
ほ
ど
の
い
た
わ
り
を
示
し
た
。」
と
は
先
に
引
用
し
た
山
口
澄
子
の
論36
）
が
あ
る
。
こ
の
論
か
ら
は
、
三
鬼
の
「
診
療
俳
句
」
で
、
三
鬼
自
身
が
当
然
あ
る
べ
き
姿
を
見
せ
た
だ
け
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。「
西
東
三
鬼
の
生
涯
は
、
心
な
ら
ず
も
演
じ
て
い
た
こ
と
ど
も
が
多
過
ぎ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
彼
女
の
論
は
終
わ
っ
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も
、「
診
療
俳
句
」
の
中
に
三
鬼
の
真
の
人
間
性
が
率
直
に
吐
露
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
沢
木
欣
一37
）
は
「
三
鬼
は
悪
評
を
一
身
に
受
け
な
が
ら
、
実
は
聖
な
る
天
使
の
魂
を
宿
し
て
い
た
人
」
と
評
価
し
な
お
し
て
い
る
。
三
鬼
が
こ
の
世
を
去
っ
て
す
で
に
五
十
年
以
上
が
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
三
鬼
の
存
在
は
彼
の
生
存
中
よ
り
も
一
層
輝
か
し
く
確
か
な
も
の
に
な
っ
て
来
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
彼
の
最
晩
年
と
も
言
え
る
一
九
七
〇
年
に
俳
誌
『
断
崖
』
四
月
号
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る38
）
。「
俳
句
の
伝
統
性
は
、
個
と
し
て
存
在
す
る
我
を
、
深
く
凝
視
し
、
そ
の
確
定
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
…
…
中
略
…
…
。
私
が
要
請
す
る
の
は
次
の
二
つ
の
範
囲
に
入
る
。
イ
。
純
粋
な
個
我
（
何
某
個
人
）
と
し
て
作
句
し
て
ゆ
く
こ
と
。
ロ
。
個
の
立
場
を
と
り
つ
つ
、
一
七
九
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
他
に
同
種
類
の
個
が
存
在
す
る
こ
と
を
常
に
忘
れ
な
い
で
作
句
す
る
こ
と
、
…
…
中
略
…
…
、
存
在
と
し
て
の
我
を
、
常
に
い
き
い
き
と
新
し
く
表
現
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。」
と
。
こ
の
よ
う
な
俳
句
論
は
三
鬼
が
晩
年
に
な
っ
て
遂
に
達
し
た
俳
句
作
家
と
し
て
の
境
地
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
自
論
を
明
確
に
述
べ
る
こ
と
こ
そ
が
、
三
鬼
が
今
な
お
若
い
世
代
の
俳
人
達
の
支
持
を
得
、
彼
の
句
や
論
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
最
大
の
理
由
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
安
井
浩
司39
）
は
「
三
鬼
の
現
代
俳
句
に
与
え
た
影
響
は
絶
大
な
も
の
が
あ
っ
た
。（
今
後
の
）
俳
句
形
式
が
、
三
鬼
と
い
う
も
の
を
分
割
し
、
そ
れ
を
三
鬼
と
し
、
さ
ら
に
小
三
鬼
を
、
ど
ん
ど
ん
作
る
よ
う
な
方
向
に
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。」
と
言
い
切
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
子
規
に
始
ま
っ
た
近
代
俳
句
が
三
鬼
（
ら
）
に
よ
っ
て
貴
重
な
曲
が
り
角
を
曲
が
っ
た
と
言
う
べ
き
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
マ
ス
か
ら
個
へ
と
、
あ
る
い
は
太
平
洋
戦
争
以
前
の
新
興
俳
句
の
美
学
か
ら
生
命
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
戦
後
の
根
源
俳
句
へ
と
舵
を
切
り
直
し
た
三
鬼
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
が
こ
こ
に
見
て
取
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
三
鬼
の
「
診
療
俳
句
」
は
そ
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
四
、
総
括
と
結
論
西
東
三
鬼
の
歯
科
医
師
と
し
て
の
人
と
な
り
を
、
と
く
に
彼
の
詠
ん
だ
診
療
に
係
わ
る
俳
句
を
通
し
て
考
察
を
加
え
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
（
一
）
西
東
三
鬼
は
俳
句
に
関
し
て
は
一
定
の
師
系
に
属
さ
ず
自
由
に
俳
句
を
詠
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
歯
科
医
師
と
し
て
も
自
由
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
で
あ
ろ
う
彼
の
他
医
と
の
接
触
が
殆
ど
な
か
っ
た
こ
と
は
履
歴
職
歴
の
項
で
述
べ
た
。
こ
の
故
に
、
医
療
人
と
し
て
は
、
極
め
て
孤
高
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
彼
の
歯
科
医
師
と
し
て
の
職
能
に
、
ひ
い
て
は
彼
の
「
診
療
俳
句
（
の
分
野
）」
に
も
、
更
に
は
彼
の
他
の
分
野
の
俳
句
に
も
微
妙
に
影
を
落
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
（
二
）
そ
れ
は
と
も
か
く
、
三
鬼
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
東
京
で
の
前
期
歯
科
医
師
時
代
の
こ
と
は
さ
て
置
い
て
も
、
戦
後
の
大
阪
で
の
後
期
歯
科
医
師
時
代
の
歯
科
医
師
と
し
て
の
生
活
と
生
き
方
が
、
世
に
喧
伝
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
少
な
く
と
も
、
彼
が
詠
ん
だ
極
め
て
多
い
数
と
は
い
え
な
い
彼
の
「
診
療
俳
句
」
を
俯
瞰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
か
な
り
容
易
に
首
肯
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
（
三
）
西
東
三
鬼
の
詠
ん
だ
診
療
に
係
わ
る
俳
句
を
「
診
療
俳
句
」
と
い
う
項
目
で
括
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
問
題
提
起
し
た
。
三
鬼
の
「
診
療
俳
句
」
が
、
彼
の
所
謂
根
源
俳
句
の
原
点
を
形
造
っ
た
と
言
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
三
鬼
の
「
診
療
俳
句
」
を
含
め
た
俳
句
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
個
々
に
で
は
あ
る
が
、
読
者
や
若
い
俳
人
達
の
信
奉
と
支
持
を
得
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
た
時
、「
診
療
俳
句
」
の
輪
郭
を
つ
け
る
こ
と
の
意
義
は
決
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
彼
の
「
診
療
俳
句
」
の
及
ぼ
し
た
文
学
的
な
影
響
や
刺
激
等
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
と
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
生
業
が
医
師
や
歯
科
医
師
な
ど
医
療
従
事
者
で
あ
る
俳
人
は
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
か
か
る
観
点
か
ら
彼
ら
の
「
診
療
俳
句
」
を
よ
り
広
く
調
べ
て
み
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
八
〇
西
東
三
鬼
研
究
（
北
野
元
生
）
〔
注
〕
（
1
）
北
野
元
生
「
西
東
三
鬼
の
診
療
俳
句
｜
屋
上
に
は
ば
た
き
は
ば
た
き
医
師
貧
し
」
『
船
団
』
九
十
三
号
、
二
〇
一
二
年
六
月
、
お
よ
び
、
北
野
元
生
「
西
東
三
鬼
の
「
診
療
俳
句
」
を
読
む
〔
第
一
部
１
〕」『
子
規
研
究
』
二
号
、
二
〇
一
三
年
よ
り
連
載
中
。
こ
れ
ら
に
「
診
療
俳
句
」
の
定
義
付
け
と
概
要
を
述
べ
て
い
る
。
２
）
三
谷
昭
「
西
東
三
鬼
の
人
と
作
品
」
に
よ
る
。
こ
の
論
述
は
、
西
東
三
鬼
著
、
平
畑
静
塔
、
三
谷
昭
監
修
、
三
橋
敏
雄
、
鈴
木
六
林
男
、
大
高
弘
達
編
集
『
西
東
三
鬼
全
句
集
』、
一
九
七
一
年
二
月
、
都
市
出
版
社
。
本
全
句
集
の
巻
末
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
解
説
欄
」
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
３
）
科
醫
師
免
許
證
╱
岡
山
縣
╱
齋
藤
敬
直
╱
明
治
三
十
三
年
五
月
十
五
日
生
╱
大
正
十
四
年
三
月
日
本
科
醫
學
專
門
學
校
ニ
於
テ
受
領
シ
タ
ル
卒
業
證
書
ヲ
審
査
シ
明
治
三
十
九
年
法
律
第
四
十
八
號
科
醫
師
法
依
リ
科
醫
師
タ
ル
ヲ
免
許
ス
仍
テ
此
ノ
證
ヲ
授
與
ス
╱
大
正
十
四
年
十
一
月
十
二
日
╱
内
務
大
臣
若
槻
礼
次
郎
╱
本
免
許
第
一
一
九
六
四
號
ヲ
以
テ
科
醫
籍
ニ
登
録
ス
╱
内
務
省
衛
生
局
長
山
田
準
次
郎
（
以
上
、
斜
線
は
行
替
え
）【
本
免
許
証
は
津
山
郷
土
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。】
４
）
日
本
科
醫
師
会
編
纂
『
日
本
科
醫
籍
録
｜
附
全
国
科
醫
師
名
簿
』
苑
社
、
昭
和
五
年
二
月
。
【
以
下
の
記
載
が
あ
る
。
一
一
九
六
四
、
岡
山
縣
、
齋
藤
敬
直
、
明
治
三
十
三
年
五
月
生
、
大
正
十
四
年
十
一
月
十
二
日
免
許
取
得
、
大
正
十
四
年
三
月
日
（
日
は
日
本
科
醫
学
専
門
學
校
の
略
号
）
卒
業
。】
５
）
学
校
法
人
関
西
医
科
大
学
昭
和
四
十
三
年
十
月
発
行
の
『
関
西
医
科
大
学
四
十
年
の
歩
み
』
に
【
齋
藤
敬
直
、
歯
科
部
長
と
し
て
昭
和
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
三
十
一
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
在
職
】
と
の
記
載
が
さ
れ
て
い
る
。（
な
お
、
前
任
の
歯
科
部
長
萩
原
貞
雄
氏
が
昭
和
二
十
三
年
十
月
二
十
日
付
け
で
退
職
し
た
と
の
記
録
あ
り
。）
ま
た
、
昭
和
二
十
九
年
に
大
阪
女
子
医
科
大
学
か
ら
関
西
医
科
大
学
に
名
称
替
え
が
あ
っ
た
昭
和
二
十
九
年
に
香
里
病
院
の
組
織
替
え
が
な
さ
れ
、
歯
科
は
精
神
科
と
共
に
廃
科
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
職
分
は
歯
科
部
長
と
し
て
据
え
置
か
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
辺
り
の
正
確
な
事
情
を
把
握
す
る
の
は
、
現
在
の
時
点
で
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
関
西
医
科
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
旧
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ペ
ー
ジ
』（
Ⅸ
、
本
学
に
お
け
る
人
文
科
学
研
究
と
人
間
教
育
、
Ａ
。
学
部
の
文
化
人
）
は
平
成
十
二
年
十
二
月
時
点
ま
で
公
開
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
中
に
は
齋
藤
敬
直
（
西
東
三
鬼
）
の
ほ
か
平
畑
富
次
郎
（
平
畑
静
塔
）
の
記
事
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
６
）
注
２
）に
同
じ
。
巻
末
の
三
谷
昭
の
「
解
説
」
を
参
照
さ
れ
た
し
。
７
）
齋
藤
直
樹
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
「
名
誉
回
復
裁
判
と
父
・
三
鬼
」『
月
刊
俳
句
界
』
二
〇
一
一
年
四
月
号
。
８
）
沢
木
欣
一
、
鈴
木
六
林
男
『
新
訂
俳
句
シ
リ
ー
ズ
人
と
作
品
13
西
東
三
鬼
』
一
九
七
九
年
、
桜
楓
社
。
本
書
の
鈴
木
は
三
鬼
の
直
接
の
弟
子
の
一
人
で
あ
る
が
、
そ
の
彼
の
論
を
参
考
に
し
た
。
９
）
下
総
高
次
「
歯
科
医
で
も
あ
っ
た
俳
人
西
東
三
鬼
」『
日
本
歯
科
医
史
学
会
誌
』
二
十
二
（
一
）（
通
号
八
十
九
号
）、
一
九
九
八
年
。
10
）
中
原
泉
「
俳
人
西
東
三
鬼
Ｄ
Ｄ
Ｓ
。」『
日
歯
広
報
（
社
団
法
人
日
本
歯
科
医
師
会
広
報
）』
通
号
一
一
五
七
号
、
一
九
九
九
年
二
月
五
日
。
11
）
財
團
法
人
日
本
科
醫
學
専
門
學
校
校
友
會
本
部
編
『
財
團
法
人
日
本
科
醫
學
専
門
學
校
校
友
會
會
誌
』
財
團
法
人
日
本
科
医
学
専
門
學
校
校
友
會
本
部
、
大
正
十
四
年
十
二
月
。【
齋
藤
敬
直
（
十
四
（
大
正
十
四
年
卒
業
の
意
））、
海
外
開
業
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
住
所
は
N
o
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と
あ
る
。
本
住
所
は
昭
和
五
年
十
二
月
ま
で
、
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
昭
和
六
年
十
二
月
発
行
の
同
誌
に
は
「
東
京
府
荏
原
郡
入
新
井
町
不
入
斗
八
二
八
、
齋
藤
敬
直
（
十
四
）」
と
あ
る
。
昭
和
七
年
十
二
月
発
行
分
で
は
「
東
京
府
大
森
區
入
新
井
四
ノ
八
二
八
」、
ま
た
昭
和
十
二
年
十
二
月
お
よ
び
昭
和
十
三
年
十
二
月
発
行
分
で
は
「
東
京
市
目
黒
區
原
町
一
二
四
五
西
山
科
醫
院
齋
藤
敬
直
」
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
十
四
年
以
降
、
大
森
區
入
新
井
五
ノ
二
四
五
で
あ
り
、
以
降
、
昭
和
二
十
年
二
月
ま
で
、
住
所
の
変
更
は
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
終
戦
を
挟
ん
で
昭
和
二
十
四
年
三
月
発
行
の
日
本
歯
科
大
学
校
友
会
々
誌
に
は
卒
業
生
の
不
明
欄
に
齋
藤
敬
直
の
名
前
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ロ
ハ
順
の
索
引
欄
に
は
齋
藤
敬
直
（
十
四
）、
大
森
と
の
記
載
が
あ
り
、
名
簿
の
記
載
そ
の
も
の
に
混
乱
を
生
じ
て
い
る
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
一
年
発
行
の
名
簿
も
同
様
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
齋
藤
敬
直
が
大
阪
府
寝
屋
川
一
八
一
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
市
の
大
阪
女
子
医
科
大
学
（
関
西
医
科
大
学
）
附
属
香
里
病
院
に
在
職
し
て
い
る
こ
と
は
同
窓
会
側
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
様
子
は
な
い
。
昭
和
四
十
三
年
十
月
発
行
の
日
本
歯
科
大
学
校
友
会
庶
務
部
編
『
会
員
名
簿
｜
昭
和
四
十
三
年
三
月
現
在
』
に
は
、
校
友
会
創
設
以
来
の
物
故
者
の
欄
に
第
十
四
回
卒
（
百
四
十
名
）
の
部
に
六
十
二
名
の
物
故
者
が
あ
り
、
そ
の
第
四
十
二
番
目
に
齋
藤
敬
直
の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
降
の
発
行
分
に
は
、
そ
の
変
更
は
な
い
。
12
）
注
５
）に
同
じ
。
13
）
岡
山
県
津
山
市
の
津
山
郷
土
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
三
鬼
関
連
の
諸
資
料
。
注
（
３
）
で
あ
げ
た
三
鬼
の
科
醫
師
免
許
證
の
ほ
か
、
三
鬼
の
蔵
書
等
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
14
）
俳
人
八
木
三
日
女
氏
（
下
山
み
ち
子
、
堺
市
在
住
、
大
阪
女
子
医
科
大
學
卒
業
の
眼
科
医
師
で
、
俳
句
に
つ
い
て
は
学
生
時
代
か
ら
三
鬼
や
静
塔
に
師
事
し
た
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
一
年
六
月
、
堺
市
の
三
日
女
氏
宅
で
）。「
三
鬼
先
生
は
診
療
や
病
院
の
雑
事
も
大
層
熱
心
に
や
っ
て
は
っ
た
」
と
の
印
象
を
語
っ
て
い
る
。
俳
人
白
石
不
舎
氏
（
白
石
哲
、
岡
山
県
津
山
市
在
住
、
西
東
三
鬼
の
最
後
の
直
弟
子
で
、
津
山
市
に
お
け
る
三
鬼
俳
句
会
「
綱
」
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
の
主
宰
者
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
一
年
九
月
、
津
山
市
の
自
宅
で
）。「
三
鬼
の
関
東
行
き
（
香
里
病
院
を
辞
職
し
て
、
上
京
し
た
こ
と
）
の
細
か
い
事
情
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、「
三
鬼
は
大
変
な
小
心
者
で
気
が
弱
か
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
人
に
も
の
を
頼
ま
れ
れ
ば
断
わ
れ
な
い
性
格
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
三
鬼
の
悪
い
評
判
は
三
鬼
の
死
後
、
ど
ん
ど
ん
増
幅
し
来
て
い
る
」
と
も
語
っ
て
い
る
。
白
石
不
舎
（
白
石
哲
）
氏
は
平
成
二
〇
一
二
年
二
月
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
。
俳
人
の
故
三
橋
敏
雄
氏
の
夫
人
で
俳
人
の
三
橋
孝
子
氏
（
神
奈
川
県
小
田
原
市
在
住
で
、
生
前
の
神
奈
川
県
葉
山
町
に
住
居
す
る
西
東
三
鬼
と
は
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
二
〇
一
二
年
十
一
月
に
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
「
富
澤
赤
黄
男
・
西
東
三
鬼
没
後
五
十
年
の
集
い
」
に
お
い
て
）。
現
在
流
布
し
て
い
る
三
鬼
に
つ
い
て
の
評
判
は
、
俳
人
た
ち
が
貶
め
た
も
の
で
あ
る
と
亡
夫
の
敏
雄
が
と
て
も
悔
し
が
っ
て
い
た
と
語
っ
て
い
る
。「
で
も
、
三
鬼
先
生
自
身
は
そ
の
こ
と
を
笑
っ
て
面
白
が
っ
て
い
ら
し
た
」
と
も
夫
人
自
身
の
感
想
を
語
っ
て
い
る
。
15
）
注
８
）に
同
じ
。
16
）
西
東
三
鬼
著
、
平
畑
静
塔
、
三
谷
昭
監
修
、
三
橋
敏
雄
、
鈴
木
六
林
男
、
大
高
弘
達
編
集
『
西
東
三
鬼
全
句
集
』、
一
九
七
一
年
二
月
、
都
市
出
版
社
（
注
２
）
と
同
じ
）。
こ
の
全
句
集
に
は
、
三
鬼
の
第
一
か
ら
第
四
ま
で
の
句
集
「
旗
」
「
夜
の
桃
」「
今
日
」「
変
身
」
の
す
べ
て
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
ほ
か
に
句
集
か
ら
漏
れ
た
句
を
「
補
遺
」
と
し
て
補
っ
て
い
る
。
ほ
か
に
自
伝
と
し
て
「
神
戸
」
「
続
神
戸
」「
俳
愚
伝
」
の
ほ
か
評
論
文
、
時
評
、
作
品
評
、
随
想
文
、
書
簡
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
三
橋
敏
雄
の
手
に
よ
る
三
鬼
の
年
譜
や
、
平
畑
静
塔
、
三
谷
昭
お
よ
び
大
岡
信
の
解
説
文
が
巻
末
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
専
ら
本
全
句
集
を
三
鬼
の
俳
句
理
解
の
基
礎
資
料
と
し
た
が
、
以
下
に
挙
げ
る
彼
の
四
冊
の
句
集
を
参
考
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、『
旗
』、
一
九
四
〇
年
、
三
省
堂
。『
夜
の
桃
』、
一
九
四
八
年
、
七
洋
社
。『
今
日
』、
一
九
五
一
年
、
天
狼
俳
句
會
。『
変
身
』、
一
九
六
二
年
、
角
川
書
店
（
こ
れ
ら
は
、
さ
い
た
ま
市
在
住
の
俳
人
酒
巻
英
一
郎
氏
の
所
蔵
に
な
る
も
の
で
、
ご
好
意
に
よ
っ
て
検
索
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
）。
な
お
、
鈴
木
六
林
男
編
『
西
東
三
鬼
集
』（
現
代
俳
句
の
世
界
９
、
朝
日
文
庫
）、
一
九
八
四
年
八
月
初
版
、
朝
日
新
聞
社
。
こ
こ
に
は
、
西
東
三
鬼
の
第
一
〜
第
四
句
集
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
句
が
、
拾
遺
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
拾
遺
三
は
『
西
東
三
鬼
全
句
集
』
に
収
納
さ
れ
き
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
論
文
の
参
考
資
料
と
し
て
用
い
た
。
本
書
に
は
齋
藤
慎
爾
に
よ
る
三
鬼
の
略
歴
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
17
）
中
田
亮
編
集
『
平
畑
静
塔
全
句
集
』（
五
百
部
限
定
版
）、
沖
積
社
一
九
九
八
年
。
本
全
句
集
に
は
「
初
期
作
品
（
未
刊
）」「
月
下
の
俘
虜
」「
旅
鶴
」「
新
編
・
栃
木
集
」「
壺
国
」「
漁
歌
」「
素
」「
竹
柏
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
平
畑
静
塔
に
つ
い
て
の
「
年
譜
」
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
18
）
北
野
元
生
「
西
東
三
鬼
の
所
謂
「
診
療
俳
句
」
の
文
章
心
理
学
的
解
析
｜
平
畑
静
塔
の
「
診
療
俳
句
」
と
の
比
較
を
中
心
と
し
て
」『
京
都
語
文
』
二
十
号
、
二
〇
一
三
年
十
一
月
。
平
畑
静
塔
の
診
療
俳
句
に
つ
い
て
の
一
覧
表
を
付
け
て
あ
一
八
二
西
東
三
鬼
研
究
（
北
野
元
生
）
る
。
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。
19
）
三
橋
敏
雄
・
坪
内
稔
典
共
著
「
西
東
三
鬼
文
献
解
題
」『
俳
句
』、
一
九
八
〇
年
四
月
臨
時
増
刊
「
西
東
三
鬼
読
本
」。
坪
内
稔
典
に
よ
る
極
め
て
詳
し
い
三
鬼
に
つ
い
て
の
諸
文
献
の
渉
猟
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
20
）
松
田
修
「
西
東
三
鬼
論
｜
分
析
と
そ
の
検
証
｜
」『
香
椎
潟
』（
福
岡
女
子
大
学
国
文
学
会
誌
）
十
二
号
、
一
九
六
六
年
。
21
）
山
口
澄
子
「
葉
山
ノ
ー
ト
」『
俳
句
研
究
』
一
九
七
一
年
四
月
号
（
特
集
・
西
東
三
鬼
）。
22
）
波
戸
影
夫
「
西
東
三
鬼
論
｜
明
晰
か
混
沌
か
」『
風
』
一
九
四
八
年
七
月
。
23
）
鈴
木
六
林
男
「
あ
た
た
か
い
三
鬼
」『
俳
句
研
究
』
一
九
五
〇
年
八
月
号
。
24
）
高
柳
重
信
「
戦
後
の
西
東
三
鬼
」『
俳
句
研
究
』
一
九
六
六
年
三
月
号
〜
一
九
六
八
年
四
月
号
。
25
）
注
18
）に
同
じ
。
26
）
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
三
谷
昭
の
論
が
と
く
に
重
要
で
あ
る
。
注
（
２
）
の
三
鬼
全
句
集
の
巻
末
の
三
谷
昭
の
「
解
説
」
を
参
照
さ
れ
た
し
。
三
鬼
と
誓
子
と
の
関
係
に
関
し
て
は
、
三
鬼
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
27
）
注
８
）の
鈴
木
六
林
男
の
論
が
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
が
、
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
も
同
様
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
28
）
注
２
）お
よ
び
注
26
）を
参
照
さ
れ
た
し
。
29
）
榎
本
冬
一
郎
「『
天
狼
』
と
西
東
三
鬼
」『
俳
句
研
究
』（
特
集
・
西
東
三
鬼
）
一
九
七
一
年
四
月
号
。
30
）
水
原
秋
櫻
子
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
記
事
よ
り
取
材
」。
31
）
安
井
浩
司
「
西
東
三
鬼
論
」『
俳
句
評
論
』
一
九
六
九
年
九
月
号
。
の
ち
に
安
井
浩
司
『
も
ど
き
招
魂
』
端
渓
社
、
一
九
七
四
年
十
月
に
「
さ
ま
よ
う
鬼
｜
西
東
三
鬼
ノ
ー
ト
」
と
改
題
し
て
所
収
。
32
）
塚
本
邦
雄
「
桃
源
の
鬼
｜
西
東
三
鬼
句
集
を
め
ぐ
っ
て
」『
夕
暮
の
諧
調
』
人
文
書
院
、
一
九
七
一
年
に
所
収
。
33
）
飯
島
耕
一
『
俳
句
の
国
徘
徊
記
』
書
肆
山
田
、
一
九
八
八
年
。
34
）
注
31
）に
同
じ
。
35
）
安
井
浩
司
「
戦
後
俳
句
考
｜
戦
後
派
の
功
罪
」『
俳
句
研
究
』
一
九
八
三
年
五
月
号
。
の
ち
に
、
安
井
浩
司
『
海
辺
の
ア
ポ
リ
ア
』
邑
書
林
、
二
〇
〇
九
年
に
所
収
。
36
）
注
21
）に
同
じ
。
37
）
沢
木
欣
一
「
三
鬼
の
人
柄
」『
俳
句
』（
臨
時
増
刊
、
西
東
三
鬼
読
本
）
一
九
八
〇
年
四
月
号
。
38
）
以
下
の
三
鬼
の
発
言
は
注
29
）の
榎
本
論
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
る
。
39
）
注
31
）に
同
じ
。
き
た
の
も
と
お
文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
）
指
導
教
員：
坪
内
稔
典
教
授
）
二
〇
一
三
年
九
月
二
十
七
日
受
理
一
八
三
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
添
付
資
料
西
東
三
鬼
の
「
診
療
俳
句
」・
一
覧
『
西
東
三
鬼
全
句
集
』
西
東
三
鬼
著
、
平
畑
静
塔
・
三
谷
昭
監
修
（
三
橋
敏
男
・
鈴
木
六
林
男
・
大
高
弘
達
編
集
）
都
市
出
版
社
、
一
九
七
一
年
二
月
初
版
発
行
よ
り
（
初
出
句
と
発
表
年
度
を
示
し
、『
全
句
集
』
で
形
の
異
な
る
も
の
は
、
そ
の
句
の
あ
と
に
『
全
句
集
』
と
断
わ
っ
て
付
記
し
た
）。
『
今
日
』
所
収
分
柩
車
な
ら
ず
枯
野
を
進
む
わ
が
移
転
（
一
九
四
九
年
、
天
狼
二
、
三
合
併
号
）〔『
全
句
集
』、
柩
車
な
ら
ず
枯
野
を
行
く
は
わ
が
移
転
〕
枯
野
過
ぐ
貧
し
き
移
転
に
も
日
洩
れ
（
一
九
四
九
年
、
天
狼
二
。
三
合
併
号
）〔『
全
句
集
』・
枯
野
行
く
貧
し
き
移
転
に
も
日
洩
れ
〕
枯
野
の
木
人
の
歯
を
抜
く
わ
が
能
事
（
一
九
四
九
年
、
天
狼
二
、
三
併
号
）
悴
み
て
貧
し
き
人
の
義
歯
作
る
（
一
九
四
九
年
、
天
狼
二
、
三
合
併
号
）〔『
全
句
集
』・
か
じ
み
て
貧
し
き
人
の
義
歯
作
る
〕
氷
の
月
公
病
院
の
畑
照
ら
す
（
一
九
四
九
年
、
天
狼
二
、
三
合
併
号
）
枝
鳴
ら
す
枯
木
の
家
へ
帰
れ
ば
寝
る
（
一
九
四
九
年
、
天
狼
二
、
三
合
併
号
）〔『
全
句
集
』・
枝
鳴
ら
す
枯
木
の
家
に
倒
れ
寝
る
〕
い
つ
ま
で
も
冬
母
子
病
棟
の
硝
子
鳴
り
（
一
九
四
九
年
、
天
狼
五
）
屋
上
に
草
も
木
も
な
し
病
者
と
蝶
（
一
九
四
九
年
、
天
狼
五
）
新
樹
に
鴉
手
術
室
よ
り
血
が
流
れ
（
一
九
四
九
年
、
天
狼
六
）
女
医
の
恋
梅
雨
の
太
陽
見
え
ず
落
つ
（
一
九
四
九
年
、
天
狼
七
、
八
合
併
号
）
小
児
科
の
窓
の
蜂
の
巣
蜂
赤
し
（
一
九
四
九
年
、
天
狼
十
）
饅
頭
を
夜
霧
が
ぬ
ら
す
孤
児
の
通
夜
（
一
九
四
九
年
、
天
狼
十
二
）〔『
全
句
集
』・
饅
頭
を
夜
霧
が
濡
ら
す
孤
児
の
通
夜
〕
大
枯
野
壁
な
す
前
に
歯
を
う
が
つ
（
一
九
四
九
年
、
雷
光
十
二
）
女
医
の
手
に
抜
か
れ
し
臓
腑
湯
気
を
立
つ
（
一
九
四
九
年
、
雷
光
十
二
）
死
後
も
貧
し
人
な
き
通
夜
の
柿
と
が
る
（
一
九
四
九
年
、
雷
光
十
二
）
孤
児
孤
老
わ
ら
ひ
止
ら
ず
柿
の
種
（
一
九
四
九
年
、
雷
光
十
二
）〔『
全
句
集
』・
孤
児
孤
老
手
を
打
ち
遊
ぶ
柿
の
種
〕
種
痘
か
ゆ
し
枯
木
に
赤
き
も
の
乾
さ
れ
（
一
九
五
〇
年
、
天
狼
一
）〔『
全
句
集
』・
種
痘
か
ゆ
し
枯
木
に
赤
き
も
の
干
さ
れ
〕
屋
上
に
は
ば
た
き
は
ば
た
き
医
師
貧
し
）（
一
九
五
〇
年
、
雷
光
二
）〔『
全
句
集
』・
屋
上
に
双
手
は
ば
た
き
医
師
寒
し
〕
鯨
嚙
ん
で
始
ま
る
孤
児
と
医
師
の
野
球
（
一
九
五
〇
年
、
雷
光
二
）〔『
全
句
集
』・
鯨
食
っ
て
始
ま
る
孤
児
と
医
師
の
野
球
〕
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
女
医
の
私
室
に
飴
赤
し
（
一
九
五
〇
年
、
雷
光
二
）〔『
全
句
集
』・
飴
赤
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
女
医
私
室
〕
夜
の
雪
ひ
と
の
愛
人
く
ち
す
す
ぐ
（
一
九
五
〇
年
、
天
狼
三
）
年
新
し
狂
院
鉄
の
門
ひ
ら
き
（
一
九
五
〇
年
、
天
狼
三
）
寒
の
狂
院
両
眼
黒
く
窓
々
に
（
一
九
五
〇
年
、
天
狼
四
）
人
を
焼
く
薪
ど
さ
ど
さ
地
に
落
す
（
一
九
五
〇
年
、
天
狼
四
）
病
者
起
ち
冬
が
汚
せ
る
硝
子
拭
く
（
一
九
五
〇
年
、
天
狼
五
）
病
者
の
手
窓
よ
り
出
で
て
春
日
受
く
（
一
九
五
〇
年
、
天
狼
五
）
わ
ら
わ
ら
と
日
暮
れ
の
病
者
桜
満
つ
（
一
九
五
〇
年
、
天
狼
五
）
病
廊
に
わ
れ
を
呼
び
止
め
妊
み
猫
（
一
九
五
〇
年
、
天
狼
五
）
病
廊
を
蜜
柑
馳
け
く
る
孤
児
馳
け
く
る
（
一
九
五
〇
年
、
天
狼
五
）
狂
院
の
向
日
葵
の
種
握
り
し
め
（
一
九
五
〇
年
、
雷
光
六
）
種
痘
の
メ
ス
看
護
婦
を
刺
し
医
師
を
刺
す
（
一
九
五
〇
年
、
雷
光
六
）
診
療
着
干
せ
ば
嘲
る
麦
の
秋
（
一
九
五
〇
年
、
天
狼
六
、
雷
光
六
）
汗
す
べ
る
黒
衣
聖
母
の
歯
を
う
が
ち
（
一
九
五
〇
年
、
天
狼
九
）〔『
全
句
集
』・
汗
す
べ
る
黒
衣
聖
母
の
歯
う
が
て
ば
〕
無
花
果
を
む
く
や
病
者
の
相
対
し
（
一
九
五
〇
年
、
天
狼
十
）
秋
来
た
れ
病
院
出
づ
る
肥
車
（
一
九
五
〇
年
、
天
狼
十
）
病
孤
児
の
輪
が
ぐ
る
ぐ
る
と
天
高
し
（
一
九
五
〇
年
、
天
狼
十
二
）
木
犀
一
枝
暗
き
病
廊
通
る
な
り
（
一
九
五
〇
年
、
天
狼
十
二
）
聖
母
よ
り
抜
き
取
り
し
歯
の
乾
き
た
り
（
一
九
五
〇
年
、
雷
光
十
二
）〔『
全
句
集
』・
聖
姉
妹
（
マ
メ
ー
ル
の
ル
ビ
あ
り
）
よ
り
抜
き
取
り
し
歯
の
乾
き
た
り
〕
わ
が
悪
し
き
犬
な
り
女
医
の
股
嚙
め
り
（
一
九
五
〇
年
、
雷
光
十
二
）
屋
上
を
煤
か
け
め
ぐ
る
医
師
の
冬
（
一
九
五
一
年
、
天
狼
一
）
血
に
染
む
手
洗
へ
ば
朝
の
桜
幽
か
（
一
九
五
一
年
、
天
狼
五
）〔『
全
句
集
』・
血
ぬ
一
八
四
西
東
三
鬼
研
究
（
北
野
元
生
）
れ
し
手
洗
ふ
や
朝
の
桜
幽
か
〕
『
変
身
』
所
収
分
病
院
の
奥
へ
氷
塊
引
き
ず
り
込
む
（
一
九
五
一
年
、
天
狼
十
）
寒
の
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
医
師
走
る
（
一
九
五
二
年
、
天
狼
三
）
病
者
等
に
雀
み
の
ら
し
四
月
の
木
（
一
九
五
二
年
、
天
狼
四
）
い
つ
ま
で
何
を
指
さ
す
病
者
春
夕
べ
（
一
九
五
二
年
、
天
狼
四
）
夏
は
じ
ま
る
原
色
べ
た
と
病
者
の
画
（
一
九
五
二
年
、
断
崖
六
）
波
う
つ
麦
垣
穂
に
病
者
伸
び
あ
が
る
（
一
九
五
二
年
、
断
崖
七
）
職
場
へ
行
く
枯
向
日
葵
を
火
と
な
し
て
（
一
九
五
二
年
、
断
崖
十
一
）
病
室
の
床
に
光
り
て
蟻
動
く
（
一
九
五
二
年
、
断
崖
十
一
）
柿
転
ぶ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
死
ぬ
ま
で
病
む
（
一
九
五
二
年
、
天
狼
十
二
）
冬
の
蜂
病
舎
の
硝
子
抜
け
が
た
し
（
一
九
五
二
年
、
断
崖
十
二
）
孤
児
の
癒
え
近
し
ど
ん
ぐ
り
踏
み
つ
ぶ
し
（
一
九
五
三
年
、
断
崖
一
）
共
に
寒
き
狂
者
非
狂
者
手
を
つ
な
ぐ
（
一
九
五
三
年
、
天
狼
一
）
病
室
に
置
く
新
し
き
金
魚
と
水
（
一
九
五
三
年
、
断
崖
五
）〔『
全
句
集
』・
病
舎
へ
捧
げ
ゆ
く
新
し
き
金
魚
と
水
断
崖
六
〕
桜
冷
え
白
衣
を
脱
ぎ
て
看
護
婦
病
む
（
一
九
五
三
年
、
俳
句
六
）〔『
全
句
集
』・
桜
冷
え
看
護
婦
白
衣
脱
ぎ
て
病
む
天
狼
六
〕
土
団
子
病
孤
児
の
冬
永
か
り
し
（
一
九
五
三
年
、
天
狼
六
）
剥
製
の
雉
子
狂
院
の
秋
や
す
ら
か
（
一
九
五
四
年
、
天
狼
十
一
）
百
の
貧
患
者
に
寒
の
ぼ
ろ
太
陽
（
一
九
五
五
年
、
天
狼
二
）
極
寒
の
病
者
の
口
を
の
ぞ
き
込
む
（
一
九
五
五
年
、
断
崖
三
）
病
院
の
岩
窪
の
霰
夜
光
る
（
一
九
五
五
年
、
天
狼
四
）
貧
し
き
退
院
胸
に
霰
を
は
じ
き
つ
つ
（
一
九
五
五
年
、
天
狼
四
）
桜
ご
し
赤
屋
根
ご
し
に
屍
者
の
扉
（
一
九
五
五
年
、
天
狼
六
）
『
全
句
集
』
に
「
補
遺
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
腐
れ
し
歯
あ
ま
た
を
抜
き
て
枯
野
帰
る
（
一
九
四
九
年
、
雷
光
二
）
寒
き
手
や
人
の
歯
を
抜
き
字
を
書
か
ず
（
一
九
四
九
年
、
雷
光
二
）
患
者
み
な
貧
し
千
羽
の
紙
の
鶴
（
一
九
四
九
年
、
雷
光
二
）
病
廊
を
鼠
逃
る
る
老
婆
の
死
（
一
九
四
九
年
、
雷
光
二
）
嬰
児
の
死
白
衣
を
脱
ぎ
て
女
医
帰
る
（
一
九
四
九
年
、
雷
光
二
）
浴
槽
を
め
つ
む
る
あ
ま
た
歯
を
抜
き
来
て
（
一
九
五
〇
年
、
雷
光
二
）
病
院
の
春
雨
鯨
肉
（
く
じ
ら
の
ル
ビ
あ
り
）
嚙
み
悩
み
（
一
九
五
四
年
、
俳
句
六
）
廻
診
終
り
た
り
秋
の
蚊
を
吹
き
払
ひ
（
一
九
五
五
年
、
俳
句
一
）
火
を
焚
き
て
病
院
裏
の
土
焦
が
す
（
一
九
五
五
年
、
俳
句
一
）
つ
ぎ
は
ぎ
の
診
療
着
園
枯
る
ゝ
中
（
一
九
五
五
年
、
俳
句
一
）
以
下
は
、
鈴
木
六
林
男
編
「
西
東
三
鬼
全
句
集
拾
遺
」（『
季
刊
俳
句
』
第
二
号
、
一
九
七
四
年
、
中
央
書
院
）｛
鈴
木
六
林
男
選
『
西
東
三
鬼
集
』（
現
代
俳
句
の
世
界
９
）、
朝
日
文
庫
、
一
九
八
四
年
、
朝
日
新
聞
社
に
収
録｝
に
収
録
さ
れ
た
九
十
三
句
の
な
か
の
「
診
療
俳
句
」
に
該
当
す
る
も
の
は
次
の
七
句
で
あ
る
。
す
べ
て
、
初
出
誌
は
不
明
で
あ
る
。
病
者
等
が
指
さ
し
春
の
川
光
る
蟻
生
ま
れ
貧
の
病
者
の
て
の
ひ
ら
に
菜
の
花
遠
し
貧
者
に
抜
き
し
歯
を
返
す
ど
ん
底
の
患
者
の
血
も
て
わ
が
手
染
ま
る
看
護
婦
の
水
虫
か
な
し
春
の
雲
血
に
染
む
手
硝
子
の
外
の
朝
桜
朝
桜
病
者
に
生
ま
れ
来
て
貧
し
一
八
五
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
篇
第
四
十
二
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
